
平成28年度　シラバス　授業計画

工作実習Ⅲ(Manufacturing Engineering Practice III)
担当教員名 大森　茂俊、加藤　隆弘

学科, 科目詳細 機械工学科 3年 通年 専門科目 必修科目 2単位 実習 

学習・教育目標 (F)(G)

科目の概要

応用実習として各種作業を効率的に行うための生産方式の選択能力を養い,
生産管理能力や問題意識および解決能力の育成にも努める.

テキスト(参考文献)

プリント配布

履修上の注意

1,2学年とは異なり,技術者として『物』を生産する能力を身に付けるため,
自ら問題意識を持ち積極的に考え,正しい解決をする能力を培うよう心がけ
る.

目標達成度(成績)
の評価方法と基準

合格の対象としない欠席条件(割合) 1/3以上の欠課

レポート(期日・内容等)60%,出席30%,その他(取組姿勢・協調性等)10%の総
合で評価し,60%以上を合格とする.
実技科目は継続性があるため欠席した場合,必ず追実習を受講すること.

連絡先 katoh@akashi.ac.jp

授業の計画・内容

第1週 安全教育-1

第2週 安全教育-2

第3週 溶接技術総合実習I-1　工業用ロボットの機能説明,操作運転方法の基本を修得する

第4週 溶接技術総合実習I-2　工業用ロボットの機能説明,操作運転方法の基本を修得する

第5週 溶接技術総合実習II-1　溶接構造物設計の要点説明と部材製作,仮付け溶接の重要性について　

第6週 溶接技術総合実習II-2　溶接構造物設計の要点説明と部材製作,仮付け溶接の重要性について　

第7週 溶接技術総合実習III-1　本溶接,溶接後の手入れ作業,組立など一連の作業方法について

第8週 レポート作成

第9週 溶接技術総合実習III-2　本溶接,溶接後の手入れ作業,組立など一連の作業方法について

第10週溶接技術総合実習IV-1　動作確認,塗装仕上げ,出来栄え評価判定など総合的考察を行う

第11週溶接技術総合実習IV-2　動作確認,塗装仕上げ,出来栄え評価判定など総合的考察を行う

第12週機械加工総合実習I-1　テストピースの製作を通じ曲面要領,総形バイトの使用法について修得する

第13週機械加工総合実習I-2　テストピースの製作を通じ曲面要領,総形バイトの使用法について修得する

第14週機械加工総合実習II-1　テーパーの種類と用途,複式刃物台によるテーパー削りについて修得する

第15週機械加工総合実習II-2　テーパーの種類と用途,複式刃物台によるテーパー削りについて修得する

期末試験実施せず

第16週機械加工総合実習III-1　生産方式の選択による総合課題の加工を通じ,旋盤実習の集大成を行う

第17週機械加工総合実習III-2　生産方式の選択による総合課題の加工を通じ,旋盤実習の集大成を行う

第18週機械加工総合実習IV-1　ねじ,テーパー削り,溝加工など課題の製作と完成後の自己採点を行う

第19週機械加工総合実習IV-2　ねじ,テーパー削り,溝加工など課題の製作と完成後の自己採点を行う

第20週CAD/CAM実習I-1　CAD/CAMシステムについて

第21週CAD/CAM実習I-2　CAD/CAMシステムについて

第22週CAD/CAM実習II-1　システムの基礎的操作方法と基本形の作図など使用法について修得する

第23週レポート作成

第24週CAD/CAM実習II-2　システムの基礎的操作方法と基本形の作図など使用法について修得する　

第25週CAD/CAM実習III-1　簡単な図面の作図を通してシステムに対する理解を深めていく

第26週CAD/CAM実習III-2　簡単な図面の作図を通してシステムに対する理解を深めていく

第27週CAD/CAM実習IV-1　平面思考から立体(2・3次元的)思考への感性を実習を通じて培う

第28週CAD/CAM実習IV-2　平面思考から立体(2・3次元的)思考への感性を実習を通じて培う

第29週工場見学1　生産システムを見学し,生産方式・管理などの知識と思考を高める

第30週工場見学2　生産システムを見学し,生産方式・管理などの知識と思考を高める

期末試験実施せず


